
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 113 

令和５年度 外国語科 

 

教科 国際理解 科目 中国語文化Ⅰ 
単位

数 
４単位 年次 ２年次 

使用教科書 ≪新・高校版≫『中国語はじめの一歩』 （白水社） 

副教材等 プリント 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

＊中国語は発音が大事です。授業内では発音する機会を多く設けます。積極的に発声しましょう。

＊会話練習を中心としたペアワークや活動を多用します。聴き取り能力や対応力を磨きましょ 

う。 

＊付属の音声を授業外でも聞いて、復習をしてください。 

＊漢字を使用しますが、その発音表記はアルファベットの組み合わせになります。その綴りと読

み方を身につけるために、予習と復習が必要です。 

 

 

２ 学習の到達目標 

＊ピンインを見て発音でき、簡体字が書ける。 

＊自分のことを他人に中国語で紹介できる。 

＊場面に応じた初歩的な会話ができる。 

＊中国語ネイティブと交流できる力がある、という自信をもつ。 

＊中華圏の文化との同異について理解する。 

＊中国語を｢話す｣｢聞く｣｢読む｣｢書く」力をつけると共に、日中の言葉や文化の違いについて学

び、異文化コミュニケーション能力の向上を図る。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・中国語の音声や語彙、表

現、文法などの知識につ

いて理解を深めている。 

・話すこと、書くこと等の表

現活動をする際に、目的

や場面、状況などに応じ

て適切に活用する技能を

身に付けている。 

・中国語による情報や話し手

および書き手の考えを読

み取って的確に理解する。

また、それに応じた自分の

考えや情報を適切な表現

を選択して述べる。 

 

・ペアワーク等、コミュニケ

ーション活動において、積

極的に発話しようとして

いる。 

・相手の発話を聞いた上で的

確に応答しようとしてい

る。 

・中国語の背景にある文化に

対する理解を深め、実際の

コミュニケーションに応用

しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

発音・ 

１課・ 

２課 

*中国・台湾並びに中国語

についての基礎知識 

*簡単なあいさつ 

*数の表現、名前の聞き

方・言い方 

*基本的な文法構造 

a:ピンインを見て正しく発音す

る。簡体字を、日本漢字との違い

を意識して書いている。 

b:話し手の発音を聞き取り、それ

に応じた的確な応答を選択して

いる。 

c:積極的に発音・発話練習をして

いる。 

小テスト、

提出物、

定期テス

ト、発表 

ペアワー

ク、提出

物、定期

テスト、

発表 

提出物、

ペアワー

ク、発言・

発表 

３課・ 

４課 

*簡単な動詞・形容詞 

*数量詞・疑問詞 

*否定表現 

a:簡単な動詞を使って生活中の

活動を相手に伝えている。物事の

様子を簡単に描写している。 

b:表現者の簡単な自己紹介を読

み・聞き取り、それに応じた的確

な応答を選択している。 

c:積極的に発音・発話・作文練習

をしている。 

小テスト、

提出物、

定期テス

ト、発表 

ペアワー

ク、提出

物、定期

テスト、

発表 

提出物、

ペアワー

ク、発言・

発表 

２ 

５課・ 

６課 

*日常動作を表す動目句 

*日付・時刻等の「動作の

時点」を含む表現 

*助動詞 

a:自分の日常動作を、所要時間と

ともに相手に伝える技能を身に

着けている。日付や時刻を的確に

表現している。 

b:学習した文法と単語を駆使し

て、他人に自分のスケジュールを

伝えようとしている。 

c:積極的に発音・発話・作文練習

をしている。 

小テスト、

提出物、

定期テス

ト、発表 

ペアワー

ク、提出

物、定期

テスト、

発表 

提出物、

ペアワー

ク、発言・

発表 

７課・ 

８課・ 

９課 

*介詞 

*簡単な会話 

*「時間量」を表す語句 

*「経験」の表現 

a:経験を表す表現方法を理解し

ている。いくつかの介詞を適切に

使い分けている。 

b:学習した文法と単語を駆使し

て、他人に自分のスケジュールを

伝えようとしている。 

c:積極的に発音・発話・作文練習

をしている。 

小テスト、

提出物、

定期テス

ト、発表 

ペアワー

ク、提出

物、定期

テスト、

発表 

提出物、

ペアワー

ク、発言・

発表 
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３ 

１０課・ 

１１課 

*動作の様態 

*動詞の重ね型 

*動作の進行を表す文 

*選択疑問文 

a:動作の進行を表す表現方法を

理解している。選択疑問文の作り

方を理解している。 

b:学習した文法と単語を運用し

て、他人に自分の得意・不得意を

伝えようとしている。 

c:積極的に発音・発話・作文練習

をしている。 

小テスト、

提出物、

定期テス

ト、発表 

ペアワー

ク、提出

物、定期

テスト、

発表 

提出物、

ペアワー

ク、発言・

発表 

１２課・

自己紹

介 

*比較・修飾語 

*自己紹介文の書き方 

a:ピンインのつづりを覚えてい

て、パソコンで簡体字を正しく入

力している。適切な文法を用いた

文章を書いている。比較的長い文

を見て、正しく音読している。 

b:学習した文法と単語を駆使し

て、自己紹介文を考え、発表して

いる。また、発表者の自己紹介を

聞き取り、理解している。 

c:他人に自分のことを伝えよう

と、発音・表現・表情などに気を

配っている。 

自己紹介

文 

自 己 紹

介文、ス

ピーチ 

スピーチ、

質疑応答 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


